
 

 

介護労働者送り出し国調査報告書 

フィリピン・ベトナム・カンボジア・ミャンマー・インドネシア 

2023-2025 

団塊の世代が 75 歳となる 2025 年をまえに外国人労働者の受け入れが急激に増えてきました。

なかでも高齢利用者の増加が必至の介護業界では人手不足が深刻となり、国も介護外国人受け

入れの施策を打ち出しています。2025 年 4 月からは訪問介護でも外国人を使えるように制度改正

が行われました。 

 いっぽう審議会関係者からは「国は日本側からしかみていない」とのコメントをいただきました。そ

こで私は主な送り出し国を訪問することにしました。ちょうど私が会員となっている JP-MIRAI（責任

ある外国人労働者受け入れプラットフォーム）のスタディツアーもありましたので、送り出し関係者の

ほか相手国政府や国際機関との懇談もできました。 

 外国人介護労働者の受け入れ制度全体についての研究はまだ途中ですが、当面５カ国訪問の

報告書をまとめることにしました。 

       地域と協同の研究センター 

       研究員 榑松佐一 
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Ⅰ フィリピン 

外国人労働者の受け入れ拡大、なかでも外国人介護労働者の受け入れが大きな課題となって

います。私も意見を出していますが、有識者の方から「国内からばかり見ていてはダメだ」と助言を

いただき、この二年間に五か国を訪問調査してきました。 

私は 2007 年から外国人実習生の相談を受けてきました。2009 年には全労連東海北陸ブロック

としてフィリピン・ベトナムを訪問しました。そこでまずフィリピンの海外移住労働についてから報告し

ます。 

1.09年のフィリピン視察報告 

ＥＰＡ協定による看護師・介護士の受入について 

 日本では 08 年にフィリピン・インドネシアとのＥＰＡ協定に基づく看護師・介護士の受入が始まりま

した。国内で受入制度、受入体制についての議論が始まったばかりでしたが、両国の労働者の権

利を守るためには送りだし国の労働組合との協力が不可欠です。そこでこの視察ではフィリピンの

海外労働の全般と医療事情、医療労働者の状況、送りだしの実態を把握し、またフィリピンの労働

者との連帯を強めてきました。  

（１） 海外労働の現状 

フィリピンではすでに海外移住労働が大きくなっており、07年に年間 100万人に達し、09年には

197 カ国 1000 万人が海外で働いていました。移住労働が外貨獲得の重要な政策になっており、こ

れは現在でもかわりません。出稼ぎ先は中東産油国への出国が最も多く、リストではサウジアラビア

が大半でした。またフィリピンでは国語とは別に公用語として英語が使われており、英語圏であるア

メリカ、 カナダ、オーストラリアへの出国が多くなっていました。 

 移住労働者の多くが女性で富裕層の家政婦（ケアギバーでした）。そこではセクハラ・ＤＶが絶え

ず、海外労働者を支援するミグランテインターナショナル (Migrante International/ Asia-Pacific 

Mission for Migrants)が移住労働者の権利を守るため活動していました。 

当時日本で働くフィリピン人は約 20 万人でうち３～４万人が不法滞在でした。90 年代に政府が

興行ビザ（エンターテイメントビザ）を発行して、いわゆるフィリピンパブで働く女性も多数いました。

このビザは家族の帯同が認められその家族が日本にきていました。今も愛知や岐阜・三重では多

数のフィリピン人が働いています。不法滞在はオーバーステイになったものや日本人と結婚したが

その後離婚したものなどがあります。日本にもミグランテジャパンがあり、活動しています。  

（２） フィリピンの医療事情  

①国立トンド総合病院への訪問 

日本へのＥＰＡ看護師・介護士の派遣について聞くために、まずフィリピンの医療機関を訪問しま

した。マニラの市民生活レベルは一定の水準にありますが、その一方で貧困層の医療は極めて厳

しい状況でした。訪問した国立トンド総合病院はマニラ北部のト ンド地区にありますが、ここは港湾

で働く労働者など全体的に貧困層の多い地 域です。すぐ近くに｢アジア最大のゴミ捨て場｣と言わ

れたスモーキー・マウンテンのスラム街があります。トンド総合病院はお金のない人たちがいける地
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域の病院です。ベッド数 200、職員 400人の総合病院で産科、小児科を中心に手術も行いますが、

「国立」とはいうもののその施設と体制は極めて貧困です。医師は全体で 15 人。小児科は医師１、

看護師１、実習生が 20人の体制。婦人科は医師０、看護師１、看護助手１、実習生２でした。 

病室でまだ幼い少女が新生児にヒーターの光をあて、うちわで仰いであかちゃんの世話をしてい

た光景は強く印象に残っています。産科は有料と無料に分かれており、無料の産婦用ベッドは２台

を３人で利用していました。ICU ですらたいした器具がないなかで、大量の患者を献身的に診てい

ました。話しかけた実習生の多くがあっけらかんと「海外で働きたい」と言っていましたが、これが当

時のフィリピンの実情です。  

 あいさつにこられた院長は「400 人の職員がこの病院の一番の財産だ。機材だけでなく人間の資

質が大事であり、労働組合の果たす役割は重要だ。労働組合の指摘は問題を解決するのに非常

に役に立つ」と話されました。「政府の中には労働組合を嫌うところもあるが、私はこのような労使の

関係を大切にし、他にも広げようと思う」と言っていました。 

② 保健労働者連合(AHW) 

ＡＨＷはフィリピンの公私の病院で働く医療労働者 21,000 人を組織する労働組合の全国組織

で、エマ委員長(Emma Manuel)はこの年 9月末から 10月にかけて来日し、各地で講演を行って帰

国したばかりでした。日本での医師・看護師不足の事情や EPA 協定にも精通していました。 

「フィリピンの看護師は平均で 350$/月で８時間労働はおろか 12H も 24H も働いている。基準で

は 15 人から 22 人で一人の配置だが、病院では 60 人から 80 人の患者を担当し最も多いところで

は 120人のこともある。」と言っていました。 

③ケアギバー養成所（Caregiver＆Healthcare training center//Asia-Pacific）  

マニラ郊外のケソン市にあるケアギバー養成所はカナダの制度を基本にした看護補助師を養成

していました。医師・看護師の行う医療以外にも患者にとって必要なことは多くあり、看護と連動した

「ベッドサイドケア」の重要性は他でも評価されています。見学当日は内視鏡の挿入方法について

講習が行われていましたが、これはケアをするためにも医療のことを知っておくことが必要と考えて

いるからです。 

カナダではケアギバーの資格でパーマネントビザが取得できるため、最も希望が多くなっており、

ここにもエージェンシーからの募集がきていました。フィリピンでナース資格を持っていればカナダ

ではケアギバー、ドクター資格を持っていればナース資格で働くことができます。日本のように相手

先の国での資格を取る必要がありません。学生の中に日本で研修生を経験したことのある女性が１

名いましたが、日本を希望する人は多くありませんでした。日本の受け入れ基準が４大卒であること

と日本語の検定試験が厳しいことが高い壁になっています。それでも日本を希望する学生の理由

としては給料の高さ、技術の取得、文化などがありますが 日本は近くて家族に会いに帰ることがで

きるというのも大きな理由のようです。 

（３） EPAの問題点  

エマ委員長は「フィリピンでは看護師になりたい人が不足しているわけではない。政府が雇おうと

していないからだ。看護師の多くは海外で働くことを希望していないが政府は看護師を海外に出し

て外貨を獲得しようとしている」と指摘しました。フィリピンでも医師・看護師が余っているわけではな
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く、足らないためインドネシアの看護師を使っているといわれました。 

「医療労働者の待遇を改善することでフィリピンと日本の労働組合が共同していける」と期待を表

明されました。ミグランテは EPA に反対する立場を明確にしています。ＥＰＡについては「フィリピン

の資源と産業廃棄物の不法投棄がねらいである。看護師・介護士の受入は国会議員がサ インし

やすくなるように付け足しにすぎ、あまり意味はない」と批判していました。看護師・介護士の受入が

現実的に難しいにも関わらずあまり問題になっていないことをみるとこの指摘にもうなずけます。 

トンド総合病院の帰りに通ったスモーキーマウンテンのスラム街もまた「アジア最大」ごみ処分場

です（現在はセブ島に移動）。スモーキーマウンテンスラムの解消のためにつくられた公営住宅で

は、「民営化」の問題がおきていました（今年の訪問で見ました）。 

 日本でも貧困と格差が深刻な社会問題となっていますが、EPAの問題は規制緩和、格差と貧困、

環境問題との関係抜きには語れません。 
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２ 2025 フィリピン・マニラ視察報告（5 月 14日から 17 日） 

（１）マニラ送り出し機関訪問 ＣＰＬ ＭＡＳＴＥＲＳ 

○フィリピン人のいいところ 

人柄、心がある。感情を大切にする。すぐには辞めない 

言葉は英語なので、移住労働も英語圏が多い 

○家政婦について 

マレーシア、クウェート、カタールなど中東諸国、香港でド

メスティックヘルパー(家事・育児・高齢者介護) 

○送り出し費用、ルールなどは国ごとに違う 

 給料一か月分+月 1万円など 

 現地に CPLのスタッフを配置 

○日本への送りだしについて 

ＣＰＬ全体で年間 1万人の取り扱いのうち日本は 40人 

かつてケアギバー（家事特区？）に 120 人を送ったがコロナで中止になったため、それ以来行って

いない、 

今後日本への送り出しを増やす計画である。 

問題は日本語。勉強しても日本でしか使えない。日本語教育は日本で行った方が実用的。 

英語・アラビア語は多くの国で使える。フィリピン人が行きたい国はヨーロッパ、オーストラリア、イギリ

スでその次が日本、台湾。韓国も希望はあるが難しいのと 3か月でクビになる。 

ヨーロッパは解雇が多い。企業を変わることも多い。 

〇これから中東にいく女性二人にインタビュー 

 

サウジアラビアは 3週間でいける。1500 リアル 

ベビーシッター手取り 58480 リアル／月 

女性差別が激しい。暴力が心配 

 

○POEAに変わって(POLOから)の変化について 

MWOは労働者と家族を守る役割（移住労働者事務所））を持っている 

給料や保険、エージェンシーのチェックを行い、各国の受け入れ条件を審査する 

移住労働者の人身売買があるため、海外移住労働者の被害をふせぐため。 

アメリカ、オーストラリア、特に中東では暴力が多い 

企業に対して申請書類が厳しくなった。入国書類のサポートを行う。とても細かい。とくに初めての

場合はたいへん。 

給料や寮費もチェックする。家賃や賃金控除額なども募集書類で提出する必要がある。 

ＳＳＷ（技能実習）、特定技能、技人国、職種・資格ごとの書類審査で本人面接は不要になった 

特定技能は半年かそれ以上、本人のレベルによる。特定技能試験又は技能実習終了者 
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受入れ機関のＭＷＯ登録に 1カ月から 3か月かかる。 

日本では東京・大阪に MWO の事務所がある。ＭＷＯは移住労

働者のチェック機関であり、労働期間中に死亡したり労災にあっ

た場合に救済される。一方で途中帰国した場合には他の国も含

めて行けなくなる。これが失踪率を低くしている。 

 

 

＜参考＞「外国人人権白書 2025」藤本伸樹「送り出し国事情・フィリピン」から 

2022年現在フィリピン人は 194か国・地域に 1,080万人が居住する世界有数の移民送り出し国

である。米国が最大で 421万人、次いでサウジアラビア 104万人。移民からの送金額がＧＤＰの 1

割に及ぶ。 

政府は 1977年に海外労働者福祉庁（ＯＷＷＡ）、1982年に海外雇用庁（ＰＯＥＡ）を設置。女性

労働者が人権侵害にあうケースを受けて「移民労働者と海外フィリピン人に関する 1995年法」を制

定し権利保護に留意する法律を整備した。 

 2022年にはＯＷＷＡ、ＰＯＥＡ、海外移民労働者事務所など 7機関を統合して「移民労働者省」

（ＤＭＷ）に格上げした。日本では東京と大阪に事務所を設置した。 

 

（２）ミグランテインターナショナル   

０９年以来の訪問から１１年ぶりの訪問。この間に岐阜県美濃加茂 SONY のフィリピン人大量解

雇で通訳をしてくれたミグランテジャパンのロサーナに案内してもらった。 

①フィリピンの移民労働者の現状と課題 

ジョアンナ・コンセプション氏（Ｍｓ.Joanna Concepcion Chairperson）は、移民労働者の権利擁護活

動について以下のように説明しています。 

 1.組織と活動の紹介 

 Migrante International は世界 24 カ国以上で活動する移民労働者の支援組織。日本にも

「Migrante Japan」という支部があり、フィリピン・日本両国の法律に基づき移民労働者をサポート。弁

護士や宗教団体、NGO と連携し、法律相談、精神的ケア、医療支援を提供している。 

 2.移民労働者の現状 

  2021 年にフィリピン政府が「移民労働者庁」を新設（ドゥテルテ政権下）。Migrante International 

はこの機関の設立に批判的であり、移民労働者の権利侵害が悪化すると主張。政府による労働者

輸出がより組織化され、海外派遣が増加した。韓国、ドイツなどの国々と政府間協定を締結し、介

護・製造・宿泊業などの分野でフィリピン人労働者を増員している。民間の人材紹介業者も活発化

し、雇用契約違反が増加した。 

 3.問題点と提言 

 違法な契約、労働搾取、人身売買の事例が増加。政府の保護体制が不十分であり、労働者が
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権利を行使できる仕組みが弱い。 

Migrante International は政府に対し、移民労働者

の保護強化を求めるキャンペーンを実施。雇用主や

業者による搾取の責任を追及し、適切な法的措置を

要求している。 

 

4.最新の統計 

 2024 年のデータでは、1 日約 9,700 人のフィリ

ピン人が海外へ移民労働者として出発（前年 7,000 

人）。  

 

②フィリピン移民労働者の課題と被害状況 

１.詐欺的な労働契約と被害事例 

・カナダに学生ビザで渡航したフィリピン人労働者

が、詐欺的なリクルーターにより渡航・就労が阻害さ

れるケースが発生。 

・オーストラリア、ニュージーランド、韓国では、地方

自治体の農業労働プログラムを利用した違反行為が

問題化。 

・韓国では、季節労働者として契約したにもかかわら

ず、給与変更、住居費や食費の強制徴収な ど契約違反が多発。 

・カンボジアでは「スカムハウス」と呼ばれる詐欺拠点で、多くのフィリピン人労働者がサイバー詐欺

業務を強制される事例が急増している。  

2.人身売買の問題 

・カンボジアへの移送経路として、香港を経由し組織的に誘導されるケースが発生。到着後、パス 

ポートを没収され、オンライン詐欺業務を強制される。 

・ミャンマー、タイなど東南アジアで「恋愛詐欺ビジネス」として展開されている。 

3.妊娠した女性移民労働者の扱い 

・台湾では、家事労働者が妊娠すると雇用主の自宅から追い出され、出産後までホームレス状態 

に置かれる。 

・シンガポールやその他の国でも、移民労働者の妊娠が許されず、出産後フィリピンへの帰国を強 

制されるケースが多い。 

・日本では、出生した子どもに一定の保護が与えられることが報告されており、情報提供と制度周 

知が求められる。 

 4.フィリピン人女性労働者の虐待が多い地域 

・サウジアラビア、UAE、クウェート、オマーン、バーレーンなどの湾岸諸国では、人権侵害が最も 

深刻。過酷な労働条件（賃金未払い、長時間労働、食事制限など）が横行。家事労働者が複数の 
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家庭に強制的に派遣されるケースもある。 

5.政府間の労働協定の影響 

・フィリピン政府と湾岸諸国の間で積極的な労働協定が結ばれ、労働者の輸出が促進。 

労働者自身が就労先を自由に選択しにくい現状が続く。 

③フィリピン移民労働者と日本での受け入れ状況について 

1.フィリピン政府の最低賃金規定 

・フィリピン政府は家事労働者の最低賃金を 400 米ドルと定めており、湾岸諸国ではこの最低賃金 

が適用されるか、それ以下の賃金となっている。一方、香港や台湾ではそれよりも高い賃金が支払 

われている。 

2.移民労働者の派遣の決定権 

・フィリピン政府が、各国の労働力需要に基づき移民労働者の派遣を決定しており、労働者自身が 

渡航先を自由に選ぶことはできない。例えば、ある国が 500 人の家事労働者を必要とした場合、

フィリピン政府がその人数を派遣する。 

3.日本への移民労働者の増加について 

・かつてフィリピン人建設労働者や興行ビザ（エンターテイナー）が多数日本で働いていたが、 一

部で売春問題が発生したため、日本政府が興行ビザの派遣を制限した。エンターテイナーの派遣

規制は適切だったと考えられている。一方、日本での労働環境が比較的良いため、日本へのフィリ

ピン人労働者の増加を期待する声もある。 

4.フィリピン国内の労働問題と移民政策 

・フィリピンの移民支援団体は、移民労働者の増加ではなく、国内で雇用機会を増やすことを重視 

している。しかし、現状ではフィリピン国内に十分な雇用がないため、多くの人

が国外での労働を選択せざるを得ない。フィリピン移民労働者保護法（1995 

年制定）により、労働者の権利を守るため、安全な環境を提供できない国への

派遣は制限される。 

 5.日本の受け入れ体制と労働環境 

日本の労働環境は比較的整っており、労働者の権利が守られやすい。日本

には労働組合（JSU など）があり、移民労働者の権利を守る活動を行っている。

日本政府がフィリピン人労働者の福祉を十分に保証できるならば、日本での

労働は歓迎される。 

→16 年ぶりにミグランテインターナショナル本部を訪

問 

 

←会長と事務局長 

男性は顧問弁護士と翻訳の滝沢さ

ん 

 

ミグランテ本部前にて   
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（３）ケアギバー養成所（介護人材養成所）ＺＯＮＴＡＲ MANPOWER SERVICES  

 理事長 BLESSIE O. QUIRAY 

日本各地に介護労働者を派遣している 

今回見学したこのトレーニングセンターは現在許可

申請中のため名前はだせないが、新築の研修施設を

見学させてもらった。現在の施設は営業申請中。広

さ、マネキン、イス、トイレなど認定基準がある。 

こことは別に日本語教育施設を持っている。岐阜県に

もオフィスを持っている。現在ダバオで活動しているＪ

さんが岐阜で日本語教室をやっていた＞ツアー主催者Ｙさんの知り合いであることが判明 

ミンダナオにリクルート事務所を 14カ所持っている 

30年前からヨーロッパ、中東を中心に海外派遣を行っており、現在は中東が 60％、日本は 10％以

下である。 

あらゆる職種を派遣しているが女性は家政婦が多い。ドメスティックヘルパー 

帰国した人が 14カ所で支援研修を行っている 

6カ月の研修のうち 4カ月がオンライン授業で勉強。毎週土曜日に開催 

2カ月がＯＪＴでケアギバー認証 

JOBオーダーから 2週間の研修 

ナース・介護については日本から指導しても

らっている 

ドメスティックヘルパーの応募資格は高卒以

上 
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施設見学 

レストランと同じ施設の隣に併設 

事務 office、教室とベッド・トイレ・入浴介護実習、調理室な

どいずれも日本仕様で最新施設 

 

教室・オフィス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習室・キッチン 

 

 

福祉用具   車いす・歩行補助具 
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寝室・身体介護研修 

 

 

入浴介助研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品棚 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.外国人家事支援特区 

今回の訪問とは直接関係ありませんが 2017年から国家戦略特区での家事支援の外国人労働

者の受け入れでもフィリピン人労働者（家政婦）が働いていました。現在は、東京都、大阪府、神奈

川、兵庫、愛知各県、千葉市が活用している。 
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Ⅱ ベトナム 

外国人研修制度は９０年代の縫製業で中国人を受け入れるところから拡大しました。その後２００

０年にトヨタが CCC21 で下請け単価の大幅引き下げを行う中で愛知県をはじめとする自動車産業

の下請け企業にベトナムからの研修生（当時）が大量に入ってくるようになりました。（詳しくは「トヨタ

の足元で」を参照） 

07 年当時研修生の多い県は愛知、岐阜、広島、静岡の順で、トヨタ、マツダ、スズキの自動車会

社名が浮かびます。このころからベトナムが中国を抜いて現在では一番多くなっています 

１ 2019 年のベトナム調査 

2017年に技能実習法が成立し、さらに 2019年に特定技能が施行されると外国人介護の在留資

格は、ＥＰＡ、技能実習、特定技能さらに介護福祉士資格をもつ在留資格「介護」の 4 種類となりま

した。ベトナムにはもともと介護職がありませんが介護事業者が技能実習での受け入れを始めまし

た。いっぽうベトナム国内では特定技能介護の試験が行われませんでした。 

 2019 年に帰国した元実習生たちと会うためベトナムを訪問する際に、知り合いのＭさんが介護研

修施設を始めるというので見学させてもらうことにしました。 

（１）ベトナムからの介護送り出し機関 

まずベトナムの送り出し機関と今回の案内をしてくれるＭさんとハノイ国際交流センターを表敬訪

問。ANH副理事長、副センター長と懇談させていただきました。送り出し機関の AMASCO副社長

も同席し、担当部長が通訳してくれました。 

懇談のあと AMASCOの介護の送り出しについて取り組みをお聞きしました。Ｍさんの事務所に

は二人のスタッフがいて、一人はＥＰＡで介護福祉士を取得しＮ１を持っていました。M さんは介護

実習生の適切な送り出しのための施設を作り、送り出し機関に対して、日本で働く実習生の法的支

援のための仕組みを作ろうとしていました。 

 

その後ハノイ北部郊外にある老人ホームに向かいました。ここには神奈川県の社会福祉法人Ｓ

の HANOI事務所のＩさんも一緒に行きました。当時はベトナムからの介護受け入れは少なく、介護

の外国人受け入れのために現地と日本側で求められる課題について情報交換ができました。 
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（２）老人ホームの訪問  

 この有料老人ホームはハノイ北部ソンホン川の北にある TUYET THAIでした。入居者 150人、

スタッフは専門職 30名を含む 50名です。利用者は要支援程度の方と要介護程度の二つに別

れ、要支援のほうは二人部屋が主で入居費用は月５万円程度。ベトナムの平均的な月収は３万円

程度ですから、裕福な方になります。 

施設は隣に湖のあるよい環境にあり、職員用の喫茶店や利用者の宗教部屋もありました。週末に

は家族が子ども連れで来るので子どものための施設もありました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護のほうはより重度の部屋、要医療、寝たきりの部屋に分かれていました。看護師が常駐

し、医師も週二、三日の往診に来ています。 

Ｍさんはこの施設内にある講堂と宿泊部屋を日本式

に改修して実習生の教育施設を開設する計画をして

いました。 
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同行した社会福祉法人のＩさんからは日本に比べて

施設、備品の遅れや薬品の管理、看護と介護の区分が

違うことなどを説明いただきました。 

当時の私は介護の知識が乏しく、介護についてベト

ナムで教育すること、日本で教育すること、さらには日

本側の職員に対する教育など必要な課題について意

見交換ができて助かりました。  

 

 

（３）コロナ禍で中断 

ところがこの帰国直後の 2020年 1月に日本でコロナ禍が大発生。外国人の入国制限が行わ

れ、Ｍさんの事業は停止を余儀なくされました。 

 いっぽうで技能実習期間を終了しても帰国できない元実習生には特定活動の在留資格が設けら

れ、少なくないベトナム人実習生が特定技能介護の資格を取って日本に残りました。 
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２ 2024 年のベトナム調査 

2024年 12月に名古屋インバウンド研究会のベトナム・カンボジアツ

アーに参加。前半にハノイの介護研修機関を訪問しました。 

実はこの前年 2023 年 7 月にもＪＰ－ＭＩＲＡＩ（責任ある外国人労働

者受入れプラットフォーム）の一員としてスタディツアーでベトナムにき

ていました。この時は技能実習法の改正に向けて借金問題や移籍の

問題が中心でした。 

 当時はコロナ明けでベトナムからの送りだしが中部農村地域に変わ

っており、ハノイ周辺では技人国の増加などがおきていました。介護

についてはあまり話題になっていませんでした。そこで今回は介護の

送り出し機関を訪問しました。 

（１）EXグループ 

ハノイから南西方向に約 1 時間の郊外チュオンミーにある送り出し機関

ＥＸグループを訪問しました。 

ここは日本語学校、職業技能訓練学校、短大通信講座などを持ってい

ました。日本語研修生には農業／建設／介護の実習生/特定技能予

定者や留学希望者がいました。 

ベトナムでの介護研修 

 2019年に特定技能介護が始まってからもベトナムでは技能実習介護

が中心でベトナム国内では特定技能介護の試験を受けることができま

せんでした。そのためカンボジアで試験を受けるベトナム人もいました。

とても近いので可能だそうです。 

 今回ハノイを訪問したところ特定技能介護のテキストをいただいきまし

た。日本で作成したものです。帰国後介護事業所長に見てもらったとこ

ろ、日本の初任者研

修 130時間と同じく

身体介護の基本から

書いてありました。 

もともと海外ではメ

イドやケアギバーといった家事代行サービスがあ

りますが、日本のような「介護」という制度はありま

せん。そのため日本式の教育が必要です。身体

介護は重度な利用者との言葉のやり取りが少な

くなるので外国人でもやれますが、買い物や掃

除などの生活援助は介護度の低い人がいて、い

ろいろ希望を言われることが多いので日本語が

難しいのではと言われました。 
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（２）介護施設 EX DIEN HONG 高齢者ヘルスシステム 

ベトナムには日本のような介護保険に基づく介護

事業所はありません。ＥＸは 23年 7月から社会貢

献として非営利施設 EX DIEN HONG高齢者ヘル

スシステムを開設し、実際に高齢者の施設介護を行

っていました。介護施設というより介護付き老人ホー

ムです。部屋は 4人部屋。ベッドは平台のみ、車い

すも古いタイプでした。以前ベトナムに来た時も日

本の中古が輸入できないと言っていました。 

利用料は 2.5万円ほど。ベトナムには介護保険はないのですが社会貢献として安くしていました。

歩ける人から食事介助が必要な人まで 6人ほどの入所者がいました。 

ＥＸはここを研修施設として使っており、実技研修と特定技能介護の試験問題も見せてもらいま

した。 

介護研修生 

介護福祉士になるため留学を希望する

研修生。日本語学校を 1年～1年半で

介護専門学校に入学して介護福祉士の

資格を取って在留資格「介護」を目指し

ます。 

ＥＸ社はもともと（20年ほど前から）台

湾に介護労働者（家政婦）を送り出していました。今後ベトナムでも介護を必要とする高齢者が増

加することを見込んで日本で介護を勉強して、帰国後にベトナムで働けるように出国前研修もかね

てこの介護施設を作ったそうです。 
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３ ベトナムの介護外国人送り出し 

急速な高齢化にむけて 

ベトナム政府が近年介護に力を入れてきた背景には今後

１０年先に高齢者が急増することを見越しているからです。 

 １９７９年の中越戦争終結後のベビーブームで今の 20代

から 30代は 3人、4人兄弟がたくさんいます。国は人口増

加による国民生活の困窮を回避するため二人っ子政策をと

ってきました。しかし、近年の経済発展に伴い女性の社会進

出が進み、晩婚化による少子化が広がっています。今年５月

の国会では、「二人っ子政策」を廃止する法令改正案を可決

しました。そこで今後高齢化社会にむけて介護に力を入れよ

うとしています。この点では出稼ぎ目的が主の他の 4カ国と

大きな違いがあります。 

 

技能実習から特定技能へ 

 介護技能実習についてはベトナム労働・傷病兵・社会問題省海外労働

管理局（DOLAB）は推薦条件として帰国後に日本で修得した技能等を活

用できる業務に就く予定があることや技能実習と同種の業務に従事した経

験等を有することなどの条件があります。そのためあまり増えていません。

実習生全体ではベトナムが最多ですが介護ではミャンマー、インドネシア

を下回っています。しかし国内で介護特定技能の試験を開始したことから

増え始め昨年は 9,713人と技能実習の 1,445人を上回る数になっていま

す。 
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Ⅲ カンボジア 

１ カンボジアの現状 

2024年 12月ベトナム・ハノイからカンボジア北部のシェ

ムリアップへ移動しました。シェムリアップはアンコールワ

ットを中心と地域で中央の道路両側はきれいに整備され

た都市になっています。シェムリアップ空港は近年整備さ

れた最新の空港で、入国手続きも事前にスマホで登録し

ておいたので、空港では画面タッチで入国手数料を支払

うだけで済みました。 

 いっぽうで、この道路を外れると 30 分も入らないうちに

辺りはすべて農村です。電気も水道もきていません。参加

者で現地に井戸を寄付している方の案内で農家を訪問し

ました。農家はどこも上げ床式のワラ家です。いつ水に浸

かってもいいようになっています。日本と違い５ｍ程度の深

さでは泥水のため 10 メートルもの深い井戸を掘っていま

す。 

 近年液晶パネルが使えるようになりました。火を使ってい

たころは火事になって家が燃えてしまったそうです。また

子どもたちはこれでスマホを使えるようになりました。これが実習生の出身地の現状です。 

この後半日かけて南部の首都プノンペンまで移動しましたが道路の両側には時々露店を見る程

度で市街地らしきものは全く見ませんでした。 

プノンペンの送り出し機関でも聞きましたが、カンボジ

アからの実習生のほとんどがこういう農村の出身です。ア

ジア各国共通ですが、都市部と農村部の格差が拡大し

て海外移住労働につながっています。 

実習生の出身地実情を知っておくことが外国人の受け

入れに不可欠だと思います。 
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２ たくみ日本語訓練学校 

シェムリアップの日本語学校を見学しました。右図のようにアンコール

ワットに向かう市内中心部にあります。ここでは実習生以外にも留学

生、特定技能の日本語研修を中心に N4にむけてスキルアップトレーニ

ングもやっています。 

ほとんどの学生は実家が農

家なので、農業が希望の理由

でした。元建設業の実習生が

今度は特定技能外食を受講し

ていました。 

留学にかかる費用は 120 万くらいで、予定者のなかには

読売新聞の奨学生もいました。 

 

学部長の話 

貧しい農家の子が多く、まじめによく働くがのんびりしている、だまされや

すい。 

Ｎ４は取れてもスキル試験では計算ができない。 

都市の子はそれなりにレベルが高いが、農村の子は大半が小学校ま

で、しかも半日しか教育を受けていない。中高は極めて少ない。なかに

はクメール語の読み書きができない子もいる。 

特定技能介護と外食を教えているが、カンボジアにいてピンとこない。そ

のため日本に行ってからやめてしまうのが心配される。 

 

仕事のために必要な日本語は学んできますが、基礎教育では中卒にも届かないカンボジア人が少なく

ありません。とても素直な青年たちですが、仕事上も、また社会生活での支援も必要だということを受け

入れ企業にも知っておいていただきたいと思います。 
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学習用テキスト 

 

 

 

 

４ プノンペンの送り出し機関 

ＫＪＡ日本語学校を訪問しました。前日までと違いプノン

ペンの大都市にある機関です。送り出し機関からの聞き取

りでは技能実習生以外にも特定技能、留学希望者などが

いて大半がプノンペン市外の農村地方出身者でした。月収

が都市部の 2〜3 万円に対して農村では 1.5 万円程度で

す。ここでも農業の希望者が多く、建設もいました。 

この日本語学校で 1年間で N4をとれたものから日本の日

本語学校に留学、そこで 1年か 1年半で N3/N2を取ったものが介護専門学校で介護福祉士を目

指すコースと日本語 N3 を取って特定技能を目指す人が中心です。 

留学費用は 120万円ほどなのでアルバイトか、卒業後に

も介護施設で 5年間働いて返済免除してもらうそうで

す。ポイントは卒業後にも働ける良い受け入れ先を見つ

けることだそうです。 

（生徒からの聞き取り） 

○25年 1月に日本へ行く予定 

 水産加工の仕事。カンボジアにはない新しい経験をし

たい 

○30代女性。5人兄弟で農家。父親がなくなって家族で

稲作と畑をやっている。 

※カンボジアは経済発展が遅く、大半が農業のため多くの労働力が必要で多子化の傾向が続い

ている。（※図を参照）。 
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クメール・ルージュ政権下の 1975年から 1979年にかけて強制労働や虐殺などの過酷な状況が

人口に深刻な打撃を与えました。この時期には、数百万人の人々が犠牲となり、人口の減少が起こ

りました。ベトナムで近年子どもの数が減っていますがカンボジアでは未だに 20代以下が多く、人

口増に経済発展が追い付かず、移住労働に頼らざるを得ない状況が続きます。 
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KAIGO 日本語学院 学院長 ホイ チャイ氏との懇談 

この法人の代表者は日本人で千葉県に住んでお

り、カンボジアとの交流には熱意を持っている。 

茨城県での受け入れをやっている。 

日本での受け入れは日本側でも対応できている。 

農業では日本の運転免許をとる人もいる。 

日本の農業・建設業の高齢化も理解している。 

カンボジア国内では縫製業の倒産が増えており、これ

も海外労働に影響している。 

介護留学プランは人数枠が少ないので、現在は特定技能介護の試験を

受ける人が多くなっている。N4の試験は毎月行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ポルポト政権による知識人大虐殺＞ 

1979年までのポルポト政権時に知識人とその家族を大量虐殺した影響が強く残っており、今で

も教育者が不足しています。そのためカンボジアの問題点は全国的に教育が遅れていて、識字率

が低いこと。学校は午前か午後で半学・半農という子どもが少なくありません。 

また監理団体もピンからキリです。送り出し情報もＳＮＳが中心のため実習生たちも不確かな情報で

来ていることが少なくありません。 

受け入れにあたっては派遣機関任せにせず、こういう現地の事情

を確認することが重要です。 

キリングフィールドにはたく

さんの遺骨と子どもたちを打

ち付けて殺した木が残ってい

ました。 
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Ⅳ ミャンマー 

JP-MIRAI ミャンマースタディツアー（2024.6.2～7） 

ミャンマー政府は国内経済が失速するなか外貨獲得のため海

外就労を進めてきました。兵士の大量失踪で兵力が半減するな

か、24年 2月に突然 18歳以上の徴兵再開を発表。そのため国

外脱出をはかる若者が続出しました。 

 政府は 24年 5月 1日に海外就労の手続きを中止。私たちのツ

アーも中止の可能性もありましたが、5月 7日に予定通り行われる

ことになりました。 

しかし実際には 23才から 31才の男性についてはデマンドレタ

ー（求人受付表）の発行が停止され、さらに私たちが到着する前

の 6月 1日には女性の徴兵も発表されていたようです。「ようであ

る」というのは政府が文書での発表をしないため、全て伝聞による

ものからだからです。そのため、うかつに情報をＳＮＳ発信すると

誰からの情報かを軍（もしくは解放側）が察知し、攻撃されるおそ

れがあります。 

 私もミャンマーに行くことはＳＮＳには書かず、帰国後に報告書

をまとめるにあたり政府の動きなどについては公表されているもの以外は実名を出さないことになっ

ています。 

 ミャンマーからの受け入れにあたっては、ぜひ気を付けていただきたいと思います。 

ミャンマーの経済 

人口5,411万人（2022）のうち年齢の中央値は29.2才で日本の48.4歳と比べると半分近くです。

平均就学年数は 11 年（2018）、識字率 89.5％（2017）と文字が読めない国民も少なくありません。

都市化率は 31.8％と日本の 92％よりずっと低く、実習生の出身地はほとんどが農村です。 

1 人当たり GDP（2021）は 1,292$でベトナム 3,373$、日本 42,928$がこの 3 年間に軍政でさらに

落ち込んでしまいました。田舎では仕事についても月給 5,000 円程度にしかなりません。アジア各

国の急成長でさらに格差がでています。タイとは 1000 キロの国境で接しており、不法出国で働くミ

ャンマー人が数百万人もいると言われています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

当時のやりとりの例（これを誰から聞いたかが特定されると危険なので口外禁止） 

4/30 までにデマンドレター申請済のものは大丈夫だと聞いている。現在も出国できている。 

今後スマートカードの発行を待つ。デマンドレターの受入れ停止がどうなるか？ 

23才から徴兵のため大学での日本語教育は中退が続出している 

（見込み） 

5/2からストップしているが再開には数カ月かかるとみている。 

男性の数を数えているので徴兵数の見込みがつき次第再開されるのではと言う見込み 

6/1に新たな情報（女性の徴兵） 

いずれも文書はなく、伝聞なので情報源も含めて公にはできない 
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1 送出し機関① 

3 年前のクーデター後急増するミャンマーか

ら海外移住労働に目をつけたＫ氏は飲食料品

製造、介護などの分野を中心に 5 千人を超え

る技能実習生を送り出してきました。 

2022年 3月から 2023年 9月のデマンドレタ

ー申請件数は 2,506名でミャンマー国内送り出

し機関のなかではダントツです。 

就職希望者は全国から募集しており、基本

的に自社募集でブローカーを排除していま

す。技能実習一次選考済候補者は 8,953名で

そのうち N4 以上が 1,288 名います。日本への

送り出しでは日本語能力が高いことがわかりま

す。 

 

技能実習生以外にも特定技能が 431 名、技人国 70 名を送り出していました。海外での特定技

能試験合格者のうちミャンマー人が占める割合は外食で73％、介護で約50％と多くなっています。

これに建設、今後は飲食料品製造が増える見込みです。 

 ミャンマーで介護の人気が高いのは熱心な仏教徒が多く、家族介護がよく行われていることがあ

ります。 

ミャンマーの手数料は技能実習 2,800＄、特定技能 1,500＄と定められており、バックリベートは

禁止されていました。ミャンマーでは事前教育費や日本語教室の学費は送り出し機関とは別組織

にして費用はきちんと分けられています。ここの日本語学校は全寮制で、学生たちは外食や弁当

を購入していました。 

この建物の３階にある介護研修施設には日本人講師がいて、日本の初任者研修と同じ 168時間

の講習を行っていました。良かったのはミャンマーと日本の違いをキチンと説明していたことです。

例えばミャンマー人は年中水シャワーなので風呂は使ったことがありません。そこで学校では日本

の高齢者が入浴が好きなことを教えていました。お風呂に手を入れてジャバジャバとかき混ぜて「ユ

カゲン？」を聞くことなどを実践で教えていました。こういうことがお年寄りに喜ばれます。日本でも

温度設定だけで下のほうに高温の湯がたまっており、やけどをさせてしまった事件がありました。ま

た冬にはヒートショックに気をつけることなども教えていました。 

 

介護研修から 
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２ 送出し機関② 

もともと南部の少数民族モン州を中心にマレーシアへの送り出しをしていたがコロナ後日本語学

校 3 校を設立しました。現在の教員は 9 名です。ミャンマーで育てた子を日本の自社で働かせるこ

とができるように松山市に日本法人を設立し日本語学校・送り出し機関・日本法人三者一体で技能

実習を介護を中心に送り出しています。これまでに技能実習 791名（うち介護452名、建設 125名、

総菜加工 83 名、自動車整備 63 名）、特定技能 66 名（飲食料品製造 45 名だがミャンマーでは試

験がないのでインドネシアで試験）を送り出しました。 

 数より「おせっかい」なサポート体制を維持していることで失踪を少なくできていると考えています。

ミャンマー人が簡単に特定活動を取れるため失踪が増えていることについても、「家が焼かれたな

どの被害がないのに特活をとることは軍を応援していることになるんだよ」と説明しているそうです。

家を焼かれた子には特定活動ではなく特定技能を取れるようにしている。これもあって失踪は少な

い 

ミャンマー語は日本語と言葉の並びが同じなので勉強しやすいと言っていました。ミャンマー語と

韓国語、日本語は主語、述語の並びが同じだそうです。 

ここでは 4月末に男性の出国制限（23才から 31才）

の影響について現状をくわしく聞くことができた。（公

式発表はなくいずれも個別の人からのものです） 

ミャンマーの出国申請手続きではデマンドレター

（求人票）の申請ともうひとつ別にスマートカード（海外

労働許可証）の発行という二回がある。さらに就労資

格によってさまざまな種類と制限、申請から確認まで

の期間に違いがあることなど説明されました。 

当時は徴兵制の発令により 22 歳以前に大学を中

退が激増し、4年卒業は 1000人中 5人程度になっていました。今年も１月にスマートカードの発行

停止があり、出国が一時停止しました。 

訪問した日本語学校（Ｗ日本語学院）の授業料は 3 カ月半で 15 万チャット、約 7500 円でした。

市外からの学生は近所の寮に入ったり、親戚の家に泊めてもらっていました。 

学生の募集は FACEBOOKを使っています。ミャンマーでは FACEBOOKが一般的です。 

日本語試験合格者での求人を募集していました。 

ミャンマーでの契約には必ず親の同席を求めていました。親が海外に働きに行っていて、来れな

い場合には ZOOM も活用しています。ミャンマー人は親との関係がとても強いためです。 

 

（事前レクでのコメント） 

・当時ミャンマー人にはほぼ全員特定活動ビザが出されていた。もともと

帰国困難なことが特定活動の前提だが、適切にやっている企業なのに

逃げた実習生が入管に行けば特定活動がもらえると伝わりミャンマー人

の失踪が相次いでいた。ミャンマー人をターゲットにした人材職業会社

があり、ミャンマー人に SNS で誘いをかけてくるそうだ。これは日本国内

の問題であり派遣機関からは簡単に特定活動を出さないでほしいと要

望がありました。私も帰国後入管に意見を言い、後日修正されました。 

 
     日本語教室でよく見かけるノートの置き方(縦置き)、 

日本語の感じで横に棒を引くのがミャンマー人には難しい 

 



25 

 

実習生面談@Ｗ日本語学院 

日本語学院での採用面接見学。徳島

県の医療法人の看護部長と事務長が

現地で面接しさらに zoomで日本からも

面談参加していました。 

実習生候補者 2名（いずれも女性） 

○25才大卒 独身 

日本語学校は 1年で現在 N3 

家族は農家で米、豆を生産、おばあさ

んの介護をしていた 

日本では 5年間（実習 3年+特技 2年）

を予定。帰国後は幼稚園をつくりたい 

日本を選んだ理由は給料が高いこと、

家族のために稼ぎたい 

目標はＮ１ 

質問）職場でケンカしたらどうする 

＞まず仲良くする、ダメなときは上司に報告する。つらいときは家族、友達に話してリラックスする 

○２５才大卒 独身  

N3合格、特定技能介護合格、コンピューター初級、日本語は聞くのが難しい 

兄は働いており姉が店を手伝っている。おばあさんの世話をしてきた。 

介護の仕事は好き、将来は介護福祉士をとりたい 

趣味は旅行、スポーツ、読書、 

質問）仲良くするために気をつけること>がまんする 

○受入れ先への質問から 

この法人では以前ＥＰＡで介護を受け入れていたが（ベトナム・インドネシア）、権利の主張が強くミ

ャンマー人実習生に切り替えた。特定技能はまだやっていない。実習生 4 年目からは手当をつけ

る。 

一年目は勤務交代の申し送りがたいへん。実習生の夜勤には補助夜勤をつけて 2.5人体制にして

いる。職員間のトラブルはある。ミャンマー人には期待している。 

 

３ 送出し機関③ 

98 年の設立以来ミャンマーへの企業進出のため高

度人材で大阪など日本にエンジニアを多数派遣してき

た。ミャンマー国内の日系企業は圧倒的に JSAT を利

用している。現在は技能実習生、とくに介護の派遣に

も力を入れてきている。 

就職希望者はまず日本語学校に入学して 6 カ月の

教育でＮ４を取れたら、そこからスクリーニングして就職

募集をかける。１１カ月でＮ３を取得して高度人材、介

護で日本に送っている。 

独自の日本語教育冊子も出版しており、作文などをみても大変水準が高く、会話力もある。日本

に行ってからも学習を続けることが重要。 

寮はなく通学のみにしている。地方出身者はミャンマーに多くある僧院に無料で住んでいる。 

介護を希望する人に日本語を教え、就職先が決まったら介護研修は受け入れ企業の負担で行
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っている。 

手数料は技能実習 2,800＄、特定技能 1,500＄までとなっている。 

学費は N5,N4 で月 5 万チャット×3 月×2 回・さらにＮ３までだと４５万チャットとなる。これらは上

限 2,800＄のなかに含まれる。 

研修費は採用が決まった受け入れ企業からもらっている。 

溶接はＭ系企業、自動車はＩ社系など。 

どこに行きたいか ZOOMでの面接も行っている。 

Ｋ珈琲が研修をミャンマーで行っている。日本国内で行うよりコストが低くできる。 

福井弁講座 

現在福井県の特養に採用が決まっている方がいた。この送り出し機関では福井県と共同で介護

の福井弁講座を設け、地域への定着を課題に取り組んでいる。食事の際に「おいしいね」と福井弁

で応えると高齢な利用者さんが喜んでくれる。これには YOUTUBE も活用していた。 

今後育成就労で転籍ができるようになると、都市部への移籍希望が増えることが心配される。人

的関係が重要な介護ならでは取り組みとしてとてもいいことだと思いました。 

 

 

JSAT日本語学校 作文は極めてレベルが高い。文字が上手。近年介護に力を入れている 

④派遣会社Ｄ  

人材紹介会社Ｍは 2023 年に設立。アジア諸国、特にマレーシア、日本、シンガポール、カター

ル、ドバイの労働者を募集することを目指している。そのなかでD-Mは日本語教育と職業訓練を行

っている。 

徴兵制が始まり多くの若者が海外への脱出をしようとしているが、ミャンマーでは情報が不足して

おり、ＳＮＳでだまされる若者も多い。100万から 200万円も取られることもある。 

Ｄではこういう若者に正しい情報を伝え、教育の分野でも詰込み・暗記だけでなく正しく広い知

識を得られるようにしたい。また日本で働くための知識、マッチング、職業訓練を行いたい。 

現在は日本語試験を受かったあと仕事の紹介に手数料をとるところもある。国の基準である 2800$、

1500$を超える料金を取らない仕組みをつくりたい。ミャンマー滞在 10 年の日本人も含め、3 名

はとても意欲はあるが、まだビジネスとしては確立していない。 

  



27 

 

４ 実習生実家訪問と面談 

8 月に JSAT から日本にくる実習生の自宅を訪問。すで

に北九州市の飲食料品製造で就職が決まっていました。 

ヤンゴン市内北部の農村地帯で自宅の周辺だけでなく内

部、も見せてもらいました。 

空港から近く、道路沿いには大型スーパーもありますが、少

し離れるとこんな住宅ばかりです。実習生の大半がこういう

農村地帯の出身だといいます。 

学習場所には日本語の教材がたくさん積まれています。 

その後両親も招いて昼食をとりながら彼女と懇談しました。 

現地でもミャンマーでは両親との相談が最も重要だと聞きま

した。 

一番驚いたのは彼女の日本語会話レベルが高いこと。ヒヤリングも十分伝わる。「やさしい日本語」

ではなく、難しい話し方をしなければほぼ伝わる。FACEBOOK も使いこなしており、日本語で書き

込みがあります。 

 

日本に来て行きたいところは

鎌倉の大仏でした。 

 

 

 

 

 

※ミャンマー訪問の翌年（2025）１月に巨大地震が発生。 

彼女の住むヤンゴンはとは離れていましたが大きな被害です。  

軍政が機能しないなか友人たちと支援をおこなっています。 
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Ⅴ インドネシア  

2025 年 6 月 15 日～22 日にＪＰ－ＭＩＲＡＩの一員としてインドネシア調査に行ってきました。一週

間の日程ですが高層ビルの並ぶジャカルタからできたばかりの新幹線でジャワ島中部高原のバン

ドンまで移動し、国際機関から政府機関、送り出し機関や日本企業の工業団地を見学してきました。 

インドネシアの海外送り出し事情 

インドネシアはアジア南端にあり、赤道をはさむ島国で構成され、東西は中国と同じくらい長く、

面積は日本の 5倍です。稲作、食糧が豊富な大国で人口は 3億人を数えます。 

いっぽうで工業化は遅れ、日本企業も進出していますが、労働力人口 1.5 億人のうち失業者が

750万人（約 5％）となっています。 

また統計では就業者と数えられていても、

その 60%近くは非正規雇用です。中学を卒業

して就職しても、ほとんどが 3 年ほどで解雇さ

れ、その後は数年ごとに職を変わる不安定雇

用です 

人口ピラミッドをみると 15 歳未満の人口が最

も多く、今後も増え続けることが予想されてい

ます。 

 

急増する在日インドネシア人 

右のグラフで見るように 2015 年頃からは技能実習生の割合が多かったのが 2022 年からは特定

技能が急増しています。技能実習生（2024年）では合計 470,725人のうちインドネシアが 93,545人

と 19.9％を占めベトナム 223,291 人についで第二位

になっています。さらに特定技能では 43,723 人と

21％を占めるまでになっています。 

実習生の職種別では建設業が 27,046人と 36.5％

を占めており、全体の 22.5％に比べ多くなっていま

す。 

職種別には介護が 1,440人と 21.2％を占めており

各国に比べてこの職種割合が高くなっています。さら

に特定技能では介護 1.2 万人、農業 0.9 万人、漁

業、宿泊でインドネシア人が一番多くなっています。 

インドネシア政府の動き 

インドネシアでは 2023 年に KP2MI（移住労働者保護省）が独立し、世界への移住労働を所管し

ます。KP2MI の下に BP2MI（移住労働者保護局）がおかれ、Ｐ３ＭＩ（民間職業紹介会社）を認可し

ます。特定技能（SSW）はここが所管します。技人国も保護省の管轄になります。移住労働者保護

のしくみは同じく海外移住大国のフィリピンと同じ仕組みです。しかし、この制度は始まったばかりで

大半（95％）は個人手続き（MANDIRI）で出国しています。日本の受け入れ機関の多くはインドネシ
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アの地方にある送り出し機関・日本語学校と直接取引しています。 

いっぽう技能実習(TITP)は「人材育成」のため引き続き労働省（KEMMNAKER）が所管していま

す。育成就労についてはまだ所管省庁が決まっていませんでした。 

 

１ NAGOMI KAIGO GAKKO 

大手送り出し機関 MINORI グループがブカシの日系工業団地に隣接する地域に 2018 年に設

立した介護技能実習生の送出し機関。日本専門で他国への日本への送り出しは別の会社がやっ

ている。 

EPA で介護福祉士資格を取得したもの 3 名がおり、日本人 2 名が日本語教育を担当している。

5月に入社した 1名は看護師の資格を持っている。 

施設は 4階建てで日本語学校も含めて 44教室あり、

収容人数は約 750 人。ここにトレーニングルームなど

もある 

●送り出し実績 

2018 年の 32 名から 2024 年には年間 153 名を送

り出している。 

現在の生徒数は男性 21 名、女性 244 名の計 265 

名。うち N4 合格者は 187 名いる。このうち特定技能

に男性 2名、女性 18名 

N4合格までの平均期間は 2.98カ月。 

日本入国時の N3合格率は 33.59％ 

介護福祉士試験合格者は 2022年 1名、 

23年と 25年に 2名ずつ 

 

●募集・選考と教育体制 

一次面接はハイブリッドで行い、介護に向いているか

を確認する。対面でも面接を行い約一カ月でＮ５を取

得した後３カ月間の教育でＮ４を取得したら日本との二次面接を行う。 

合格者は介護トレーニングを行い、さらにＮ３を目

指す。 

写真←は日本での食事の仕方と会話の訓練 

 

●Ｎ４合格者への介護教育 

介護の基本教育と介護技術のトレーニング 

介護の基本教育では介護の接遇マナー、介護で

大切なこと、安全・リスク管理などを教育介護職は

日本独特のため介護職ができること、できないこと、

日本とインドネシアの違いなどを教える。 
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介護技術は 

1．口腔ケア 

2.歩行介助 

3.排泄介助 

4.食事介助 

5.入浴介助 

で基本は施設での介助となっている。 

 

●ロールプレイング 

当日は右の教室で生徒によるロールプレイングの発

表があった。 

 

生徒の代表者が 2名ずつ、全て日本語で発表 

日本とインドネシアの介護の違いでは、家族介護が主

のインドネシアに対して日本ではシステムとしての介護

ルールがあること、福祉用具やテクノロジーの活用が

進んでいることなどが説明された。 

口腔ケアの知識では日本で行う誤嚥防止のパタカラ

体操が（当然であるが）日本語で行われていた。 

 

福祉用具の使い方も実技で紹介され、ベッドから車

いすへの移動に際して抱き起しや手の不自由な方へ

の特別なスプーンの使い方なども実技で見せてもら

えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語も上手で介護職の私が明日からでも日本の施

設で働けると思うほどでした。 
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●インドネシア人特有の宗教的な問題 

食事 

インドネシアではイスラム教による食事制限が一般的です。豚肉や豚肉エキスの入った食事は

基本的に受け付けません。現地では聞きませんでしたが食事介助などで問題がおきないか事前に

確認しておく必要があります。 

ヒジャブ 

個人や出身地域によっては強弱がありますが、宗教的な対応がかなり求められる場合があります。

ひとつは女性のヒジャブ（頭を覆う布）着用です。中部バンドン市内では女性はほぼ全員ヒジャブを

付けていました。首都のジャカルタでは半数程度でした。先日あった名古屋市内の介護事業所の

インドネシア人も二人がヒジャブをつけていましたが、ほかの二人はつけていませんでした。 

訪問した研修施設ではヒジャブの着用を全員禁止していた事業所、全員着用している施設、一

部つけていない事業所もありました。日本企業の側からヒジャブを付けないように求められることもあ

ります。また帰国した実習生の話では、日本に行く前はつけてもいいと聞いていたのに、実際には

ダメで帰国した実習生もいました。認知症の利用者に「怖い」と受け取られ、ケアの拒否につながっ

たケースもあるそうです。事前の確認が大事だと思います。 

礼拝と足洗い場 

また、受け入れ現場で礼拝の時間が確保されず、ストレスが蓄積してしまった結果、退職を余儀

なくされた技能実習生の事例も報告されているそうです。 

 

「外国人介護士を現場で受け入れる前の段階で、宗教や文化に関するオリエンテーションを職場内で実施し、ハ

ラル食メニューの準備や、礼拝のための柔軟なシフト調整などの対応を進めておくことは、宗教的配慮を示す上

で効果的である。」（ケアマネが知っておくべき「ダイバーシティ問題」ケアマネオンライン 小濱道博） 

 

 


